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黄昏（たそがれ）の街 横浜 

 

8 月末、横浜市長選挙があった。カジノ設置を目指す現市長のほかに、国務大臣の座を投げ打って出た国会議

員や、元神奈川県知事、元長野県知事など 8人が立候補するマスコミ受けする選挙となった。 

菅首相が小此木八郎氏を推していたが自民党は自主投票として、特定の候補者を推すことはしなかった。その

結果市議の中でも分裂状態になり、票が分散してしまったようである。 

林市長誕生の時は民主党の推薦を受けた。カジノを作るという国策は安倍政権の政策、それを実行に移すと手

を挙げたのが横浜市（市長）。いくつかの曲折を経てここまで来ているが、民主党のなれの果ての今の立憲民

主党はカジノ設置に反対の立場を取っている。外部から眺めていると「何だかわけのわからない」選挙に見え

る。 

争点が「カジノの設置に賛成か反対か」に絞られた感があり、結果として立憲民主党が推す山中武春氏が

33％の得票率（５０万票）で当選した。この先もどう転んで行くのかよくわからない。 

開票結果がニュース速報で流れた瞬間、頭をよぎった五木ひろしのあの歌。題して「新 横浜たそがれ」。 

 

横浜たそがれ 市長の選挙 分裂むりやり小此木立てた 

あの人嫌だと拒まれました 

あの人は落ちて落ちてしまった あの人は落ちて落ちてしまった 

もう帰らない 

 

海辺のスナック 酔えないお酒 行きずり嘘つき気まぐれ男 

あてないカジノではしゃいだだけで 

町の人はそっぽ向いてしまった 町の人はそっぽ向いてしまった 

もう知らないわ 

 

木枯らし思い出 浮かれたあの日 あきらめきれない冷たい仕打ち 

総裁負けたし選挙も負けた 

カジノは消えて消えてしまった カジノは消えて消えてしまった 

もうおしまいね 

 

そしてそれから１０日ほど、自民党総裁選挙に向けての様々な動きが見え始めてきた。 

そろそろ都知事か首相かどちらかが何か動きをみせるのではないかと注目していた矢先・・・ 

オリパラ終ってボチボチやるか 投げ出す準備の菅・小池 

何と珍しいことに、あの「後手の岸田」が動き出したのだが、下村も・・・そしてやっぱり・・・・・ 

菅と対決勝てそな感じ 岸田素早く手を挙げた 

岸田早いが周りを見たら 石破・高市・野田・河野 

 

首相は自民党人事に着手することとして、二階・下村に楔を打とうとしたのだが・・・・ 

二階・下村斬らんと攻めて 返り血驚き腰くだけ 

そして、私の当初予想通り、「オリパラ終って投げ出し」という結末になった。 

安倍が投げ出し菅逃げ出して ドタキャン内閣次は誰？ 

 

そして、五月蠅いほどに繰り返されるニュース報道を見ている内に、平岡精二作詞・作曲でペギー葉山が歌っ



たあのヒット曲を思い出してしまった。 

 

伝（つて）のからまる世界に 命を捧げた日 

夢多かりきあの頃の 思い出をたどれば 

憎らしい奴の顔が 一人一人浮かぶ 

重い責任背負って 通ったあの道 

秋の日の議事堂の じゅうたんの色と香り 

枯れ葉の散る窓辺 ガースー時代 

 

鼻歌を歌いながら オリンピック夢見た 

誰も客を入れないで 口数も少なく 

胸の中に秘めていた 再選の憧れは 

かくもはかなく破れて 一人書いた日記 

本棚に目をやれば 五輪の功労金章 

過ぎし日よ私の ガースー時代 

 

朗読の答弁の 原稿見つめてた日 

黒い噂騒がれて うつむいていた私 

この不出来なせがれよ ここは何とかしたい 

いつまでも変らずにと 願った幸せ 

人を斬ったら人に斬られ 懐かしい日々は帰らず 

すばらしいあの頃 ガースー時代 

すばらしいあの頃 ガースー時代 

 

そして、毎度のように自民党の中にうごめく「誰にぶら下がれば良い思いができるか」の駆け引き。金もアルコー

ルも使わずに事が決まるとはとても思えない。 

突然出てきたサナエノミクス 安倍の傀儡示すだけ 

やたらに出てくる政策見ると 岸田国債出しまくり 

誰に気兼ねの政見なのか 河野ふらつき又しても 

意欲だけなら誰にも負けぬ おなじみ聖子の茶番劇 

眉間にしわ寄せ能書き言って 石橋（石破氏）叩いて渡るだけ 

160 万人あまりの感染者が発生している危機の最中にこんな事にうつつを抜かして一ヶ月の時を無駄にする。 

当選覚悟の発言ですか 当選せぬから言うだけか 

俺の島では誰押すべきか 組長選びのヤクザだね 

そして四人の立候補者が決まり本番開始。 

 安倍が後でチラチラ動く 作り笑いが気味悪い 

 主張がないから敵視はされず 発信力だと勘違い 

 この頃風見てうろうろしてる のんびりしてるな太郎ちゃん （筆者余談：折り込みに成功） 

 覗かないでね旦那のことは 政治家商売こんなもの （筆者余談：折り込みに成功） 

ある特定の政党の中の党首選びにもかかわらず騒ぎ立てるマスコミ、芸能スキャンダルでも追うような乗りでそ

れを見て楽しむ関係外の一般人。片やサイレンを鳴らして走る救急車、防護服に身を固めた人達がストレッチャ

ーを押して走りまくる。何だか訳の分からぬ光景の「我が国」。そして・・・・ 

 局面打開も至大にあらず 踏み絵だらけでオモシロイ  （新総裁折り込み） 

以上 

 


